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謳隧 攣辣 なで 鰊大 隆勒 鰺楊跛 ね飩 て

学高南中 校

校長 菱田 千晶

として い し し着 た ま た

ま よろ く申 す。 願 いし し お い たします。教員 なに つて

に し が っ

不 期待 り混 っと が じ いでし が 昨年

末 初 東高 降

の て森 高 で た 豊い に か

然あ れ 街 みに が し で自 ふ る 並 心 癒されま た も。今 毎

じ いで いてい思 りを ます同 、通 歩 。

本校さ 、 徒 過ご 約 経

お ま 生 は 直で 習を行り す。 徒 素 前向き |こ学 、行事

熱 取り組 。時 、 ち 、悩に に 立 止 んでい

の 一生 も が 人ひと 生が の に

い ん い この しり添 歩 す。 な充 教育 動

ことがで の送る きる は 運営 会 皆の の、学校 協議 様 御協

の か力 お げと大 してお 年 は

話 をテーマに ん しで ま た 運営

と と に運営 生 は

と に保護 授業 |こ 参者 共 も 加 ただ 生、 徒 意

い 。多して ただ した 生 が地の の

に い しえら て ると てお ま様 支 れ 実感 り す。

つ |こ本校 教育 標 「 やり 」の の一 い の と

様生 は 地 の との して

い の こやり 」を育む き ります。教育 標

′の『 んで い のすす 学 、 や あ 、3ヽ人 思 り る人 たくま

人 の こ』 育成 |こ れ 取り組 参りたからも全力で んで いと

へい と の の思 ま も 活 理

いい力をよろし お し協 く た ます願 。

学校 協運営 議会

会長 山□ 京子

今年度、校長 任 菱田 千晶と 皆さん、こん |こちは。私は、50年 ほど前、中 1の
期 高南3学 に 中に転校してきました。初めて高南中に

初 、杉 異動 参り 。着任 決 来 は の つただ 庭 |こ 屋めて 並区 して ま た ま た時 、校舎改築 真 中。中 角 根三 の

た時は 安 入 た思 た 、 図書館 あ 、 職そ 図書館 員 なが って の が 室に て まっ い し

め 円寺駅 り ち、駅近 蚕糸 。穏や3月 に て に 立 くの た かで明るい感じの学校だなぁと目つたその瞬

公園を抜け 南中学校ま 歩 時 、 な 間 えてい ををよく覚 ます。高南 卒業 ずっしてからも と

域 |こ暮 、地 ら 大人 な日 この し に て らもほっ か とんどの期

間杉並 内 学校 仕事 き 。 年区 の で を て ま た 定 退職し し し

て の生 と して とうと て らは、 杉 中 |こあ 社 教育1年が し てか セシオン 並の る 会 センター

の の、家庭や学校 外 学 場 仕事 していい に で 以 び を倉」る を ま

。 一地 を る地域 民 人の でも 心 む は まり る す 元 愛す 住 す。

徒 姿 あり讀す 、教員 り 徒 寄 昨年 今頃、高南中 長 、 声の のCS会 に とお かけいた
。で ま よう 実 た 活 を だきま た 私 きし にで るかな ?と迷いましたが、大好

地 し もきな 域、 母校 役 |ここの か のお て のはし立 る あわ

変感謝 ります。今 度 、『対 な な、 。せ だ 思 直 ま た そ なわこと と い し し ん けで、4
』 取り組 参り 。学校 協議 月 |こ会 って1年が とうとしてい長 |こな 経 ます。

会委員 教職員、学校 協議会委員 徒。時 、 新し<着任された菱田校長先生のお話をよくお聴

き なしてい いて と し がら、CS委 員同士も、先生方とCS委 員も、
生 んた見交換を きま く 徒 域 皆 徒さ ちとCS委員も、できるだけよ<知 り合っ
て し い 仲よく話 合 、 良<なることを大切 |こ していま

。 み目 思 ある人 あ す 話 る わして と るか ことがた<さんあります。

り讀す。 徒 、 域 皆 関わりを通 「思 先 方、 徒 こん と とはも ろん生 生 さ たち 話す ち 、来年度

の、保護 や 様心 とがで てお 目 はさら 者 域 皆 話 きに 地 ともお るしで とい

しい い と てつ いな、 思 ます。

50年前と変わらず、今も高南中に行くと、穏やか
で い じの と いす。今後 、本校 教育 動 御 解、御 明 学校 ぁ 。 ま こる 感 だな 思 ます 皆さ 、 れ

からも 願よろし<お いいたします。

の今年度 協議会

第 (4月 「第1回 25日 ) ●先生方との懇談会 」回CSカフェ」 ●学校経営の方向性 ●P丁∧。学校支援本部の活動予定
第 (6月2回 19日 ) ●行 ・事 (運動会 修学旅 。 レン行 フ ドシップ等)を終了、生徒の現状と改善点について

第 (7月3回 17日 ) ●1学 の の期 学校 様子 ●教務主任、生活指導主任からの報告と懇談
第 (7月4回 23日 |) 先 力との● 生 懇 「談会 第 」 学 高南 探2回CSカフェ テーマ :探究 習～ 中の 究を探究する～

第 (8月5回 29日 ) ● への高南祭 準備状況の把握 ●探究学習の実施について
第 (10月6回 30日 ) の多● び し に学 様イ学校 関する説明 ●学習・体ガ調査の分析 ●教職員任用について
7回第 (11月 8日 ) 区●道 地 公徳授業 開講座 道徳授業への参加。(生徒・保護者との対話 )
8回第 (12月 18日 ) ●生 「とCS委 との こん徒会役員 員 懇談 な高南中 たにし い」 ●CSだよりの発行について
第 (1月9回 10日 ) ●公開授業の参観 ●授業について担当教師との懇談
第 (2月10回 27日 ) ●令和8年度学校経営計画・教育課程の検討と承認 ●教育調査の結果報告・検討 ●部活動の地上或展開に関する説明
第 (3月 徒11回 23日 ) ●生 の進路 ,プt況について ●1年間のふりかえり ●次年度に向けたスケジュール検討

冬鸞櫃 琲繹 饉 量



l受業参加

生徒会と CS委 との で員 懇談 は 生 んか会 、 徒さ ら に非 意 で常 有 義 前向きな提 望が案や要 提起され、
懇 の談 結 の果、問題 至に っ解決 た イレの しの事項 (ト 目 カー鍵や 隠 テン)やすぐには要望が実
現 解決 あ 目 立しな<ても へ る の が つ程度 途 た も つ事項 あり、 意 懇 で と い有 義な 談 あ た 思 ます。

生 のも んが徒 皆さ よ 生校 れり快適な学 活を送 るよう、CSだけでな や<先生方 P丁∧の
皆さんとも して協同 、 が いよ して に高南中学校 り進化 けるよう ばと いなれ 思 ます。

田 之委和 信 員

12月 役員 懇談会 、高南中18日 に行われた生徒会 の方友との では の

生 んがさ よ し 生徒 、 り充実 た 活を送 るよう 皮学校 れ 、 な 求様 要 や意

に い こ見を 直 して と率 表現 る を知る 機 と し貴重な 会 なりま た。

生 長の に 、 徒さ 先 万徒会役員 方 は 生 んと 生 とのパ 役イプ とし
て に い意 的 活 て し欲 動され る も さを し し頼 実感 ま た。

藤 子後 郁 委員

7年令和 度

、先 方は 生 と

対話の の場「CS
フ 」を 行カ ェ 2回 い
しま た 1回。第 (4月

25日 生)先 万と CS委員の
顔合わ 「 窓せ 4つの で自己紹
介」 ルーグ プ ート ク「高南中やこ
地の の とこ域 好きな ろ」
2回 23日第 (7月 )アイスブレイク

し の夏 楽 み」の し ルーグ プ ー 「ト ク 究を探 探
究する」

4月の 、「 ま1回目は はじめ して !」 の 生先 方や CS
員委 たもい ので、ゆつ<り めに自己 し し紹介を ま た。

高南中やこ 好きなの の こ 長地 1或 と ろが に出 て、次 され ホ

ワイ ートボ ド ぱがいっ いに し 離なりま た 地 との が。「 域 距 近

徒 多 」が い 長等 、素敵な意見 。がた<さんありました 7月 の 2回目
、「このは の し つ夏 楽 み」を語り合 た後、 で から本格高南中 来年度 的

にスター つト る いての考 合 ま た プラす 「探究」|こ えを出し い し スの。 意
だけで こ見 心 と こ なな <、 配な 理そうだと う と どや無 思 も出し合えて、イ

メー 共ジ がの 一 んだ じがし し有 歩進 感 ま た。 山□京子会長

生 と先 方 ざち<ばらんに自 で が て 自由に せ 先雰 気 き 達然体 交流 持 、 話 る 囲 がで て 生 と
の距離感を近<したと思います。学校で 「探 」新し<取り組む 究学習について 話し合いま

し の課た めて にと いま た。初 題 まど し が、CS委員も一緒に学んでい<こ とは共通認識をもつ
とにこ つ がな ります。学校 員 緒 なとCS委 が一 に って生 た の徒 ち びの 上に学 向 、1可 支援をどう で
るのかき を考え 支 地 に い い、 援本部や 域 力を めて け ように ば い と い し協 求 る なれ 思 ま たな 。

委木村房代 員
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い」「 人 子 もも大 も ど かい 私 ーが い 「「 楽 優温 」 服デ し しい」 心 生



・ の探高南中 学究 習

■
〓

区で並 は杉 令 8年度、教 の 究 によ の の 上 し和 師 探 的実践 る教 更なる を目 並区立等 育 質 向 指 、杉 全小・

中学 ・ 『校 養護学校研究学校 ∧ll RESEARCH SCHOOLIN S∪ GINAMI』 い しを実施 た ます。

本 では 総 の校 、 合的な学習 時 を活 して 探 習を間 用 、 究学 実施い 。たし 生ます 徒自身 問 を立が い て、

各 で ん に こ つだ知 を基 る とで か て ′や 育み教科 学 識 探究す 未来 |こ向 学 Б姿勢を 、より良<生きるカ
身 付に ことが 。 探を ける 目 で 生 がア ブに がで に的 す 徒 クティ 究学習 きるよう 自 も、教師 身 探

究 ますし 地 1或・ の。 保護 様 伴にもぜ と 生 の つ い者 皆 ひ 走者 なり、 徒 学習を見守 た きて だ た

い つと てお思 ります。

田 校菱 干晶 長

探 学 本格導 準備究 習 入 向け 進の に て が んでおり、CS委員として、また他自
治体 で の っ い 貢究 習 を て る も えて ぜ でや学校 探 学 支援 行 経験 踏ま 、 ひ 献 き

ばと えて 南い の の 探生 んが して一 一れ 考 ます。高 中 徒 皆さ 、 究を通 人 人
の 味 科 繋心と地i或と 自らの 開興 関 教 を げ、 進路を切り <機会になると

一谷 成委村 員

い思 ます。
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施設見学

東京少年鑑別所

令和 7年 8月 26日見学
い しを行 ま た。

足立委員、木村委 委員、伴野 員

大 が 田橋委員 菱 長始め校 教員の

方々とともに 別東京少年鑑 所 (練馬区 )

を | =L
訪間 し′び、した。 同所は、 京家庭東 裁

判所の 求め で を
■生 喜EB

や事情 テヽを 5,9査 する

の所管 施設省 です。所内見学 後、少年の が

に 例殊詐 用される 近ど の特 欺 利 事 な 最 少年

つの の に い行 況 そ 応 て非 状 や 対 意見交換を

し しま た。

同所 活用 る 行で してい 止の の ス非 防 指導 テキ なト ど

にも じ こと学校運営 通 る を る もで した情報 得 きま 同。 所の

岡潔子 長 も 的西 から にご ご い所 「積極 質問や 提案を ただき、

策しい の コ新 施 イデ ま た と ン拡 り 。」 トをア アが が し の メ い

ただ したきま も る 体 どと 換。今後 関係す 機関、団 な 意見交 を行

議い の、協 参考にしてい<ことができればと思います。
大橋哲委員

夏休み 終も 盤の8月 26日 に せて 区 に教 合わ 氷川台 る東。 職員研修 練馬 あ 京
少 鑑別 へ と 。加 た ラCS委 して し し ス っ 案年 所 員 参 ま イドを使 た施設 内の で
も必 し に っ の として でず 犯罪 関わ た後 施設 だけ はな<、 法東京 務少年支援セ

ンター 談 備 親(ねり 青少年 相 不安 子の ー ー先ま 心理 室)は に えた サポ タ である

ヲ行F

ことを りま た 女子 容 は 迫感知 し の の 圧 の い の で。 収 所 塀 な 程度 高 あり、さ 白
の 装 花 印象 す。ク 塗 植 れ た 的 グラウ ドとピン で が えら てい ことが で ン では節

鯉 りで の が 。句 ぼ たなび<頃もあるとか 子どもたちが規律ある生活を送るた
季節 味 こに じて と に てい と じ しめ を感 わう も大切 され る 感 ま た。

足立千恵委員
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コ ュニ ーィ・ スク…ミ フ リレ 学校運営協議会 (CS)とは、地域と一体となつて子供たちを育む『地域と
校』 指ともに る を して、「 育行 組織 関 律あ 学 目 地方教 政 及 運営 法 」 導入 制度での び に する により された す。

任命さ た (地 住れ 委員 域 民 保護や 者等)が学校運営に参画し意志決定を行い、そのニーズを迅速かつ的確に

校学 運営 反映に さ 、よりよ り教育 実現 取 組 いせ い の に んで きます。
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育関教 係の大

や機 弁学数 護

経営者士、 な

ど、 の較曇 学

校運営 専を 門

から的見地 支

委える 農

数書 に活動 機

経験わった が

あるなど,教育

錦 のに 心 ある、

や地域 保護者

表の代 しと て

関 委わる 員

鶉鰈瘍硫藉

塚鱚瘍蠅鶉

晰 瘍嘔咆靱 蝙鼈

現 曇の き理 で任絞 良 解者 潤滑あ 1,、 な学校運営協議会

の にあ推進 特 協力 必たり に が と える要 考 委員

学校運 協議営 会

本校協議会 メ バーの ン は、高南中学校 卒業 を 、高 寺、和 育つ田 で たの 生 はじめ 円 地域 方々

中 構に てい 。 職を 心 成され ます 教 員や 徒、保護生 者 対話 切 いと を大 ただ 会の にしてい て を

運営 い いており す。頂い しして ただ ま た意見 反映 、 校を よりよ 学 運 向営 け 地域い に て の

一方 体々 っな 学校作り 指していと と た を目 きます。

副校長 持田 肇  学校運営協議会は保護者の皆様に公開されていますので、是非見学にいらして<ださ
学。 校 つ 一緒 考 機 い いでい に て える 会 た れ 幸 す。 様のごい に にして だけ ば 皆 参 待ちしてお加をお ります。

今後 、 徒 健と 生 全 成 力をも たち な育 協 願いいの にご お たします。

学校 協議運営 会委員

田菱 千 校晶 長 山□京子会長 豊川充子委員    不□田信之委員 委木村房代 員

大 哲委橋 員 ―谷 成委村 員 後藤郁 員 由子委 伴野 紀委員 立 恵足 千 委員


